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はじめに

広島県の水生•湿生植物とその生育環境の現状，およ 

び絶滅のおそれがあるとされている種とその分布につい 

て紹介したい.また，「広島県版レッドデータブック 

(仮称)」が平成7 年度内に刊行される予定なので， これ 

にとりあげられる種についてもふれたい.

広島県の湿地

1 . 広島県の湿地の種類

広島県で見られる，水 生 • 湿生植物の主な生育地には 

以下のものがある.

〇 湿原•湧水湿地：ヌマガヤ， イヌノハナヒゲ類， ミ 

ズゴケ類，モウセンゴケ，サギソウなどが生育する湿 

原は，山間部の谷や傾斜の緩やかな斜面に発達する. 

沿岸部でも，湧水にうるおされている斜面に，イヌノ 

ハナヒゲ類が生育する湿地が見られる.また，スゲ類 

が繁茂する湿原もある.

® 沼沢地：スゲ類， ヨシ， マコモ， ガマ類などの大型 

の抽水植物が繁茂する沼沢地は，ため池や河川の岸， 

放棄水田などで見られる.

© 河 畔 ：川床や河原に，様々な植物群落が発達する. 

，湿地林 ：河川，貯水池，ため池の岸，湿原の周辺部，

古い放棄水田などに，ヤナギ類やハンノキなどが生育 

する湿地林が見られる.

。塩性湿地：海岸，塩田，塩田跡，河口の汽水域に塩 

生植物が生育していたが，現在は非常に少なくなった.

・ため池：水中や水辺で，様々な水生 • 湿生の植物を 

見ることができる.

•放 棄 水 田 ：県内の至るところで見られ，長年放置さ 

れている放棄水田は，湿原，沼沢地，湿地林などに変 

わっている.

2 . 広島県の湿地の現状

現在，湿地に最も大きな影響を与えているのは土地開 

発である.山間部では，大規模な農場や牧場の開発，飛 

行場やゴルフ場をはじめとするレジャー施設の建設など 

により，また都市に近い地域では，住宅団地や工業団地 

などの造成により，湿地が姿を消している.海岸や河口 

でも，埋め立てや護岸工事のため，広島県の特徴的な植 

生の一^□であった塩生群落は，十分な調査が行われない 

うちに大変少なくなった.河川や池の護岸工事，改修エ 

事，ダムの建設などの土木工事による植生の変化や消滅 

も見られる.また湿地に流入する水が汚れたため，植生 

が変化する場合もある (S h im o d a , 1993 ;下田，1995; 

下田•橋本，1993など).

一方では，人間の影響が無くなったため，様々な湿地 

植生が発達する場合も見られる.古い放棄水田が， ヨシ 

やガマの群落，スゲ湿原， ヌマガヤ湿原，ハンノキ林な 

どに変わっているのが見られるし，灌がいに利用しなく 

なって水をぬいたまま放置されているため池には，水草 

群落に代わって，沼沢地や湿原の植生が発達している.

絶滅の恐れのある種

1 . 我が国で絶滅の恐れがある植物種

広島県で生育が確認されている水生•湿生植物のうち， 

「我が国における保護上重要な植物種の現状」（我が国に 

おける保護上重要な植物種及び群落に関する研究委員会 

種分科会，1 9 8 9 )で絶滅危惧種とされているものは，表 

1 に示した33種である.淡水中に生育する水草が14種と 

最も多ぐため池がこれらの種の生育地として貴重な存 

在であることがわかる.

表 1 にあげた種の中には，広島県内での分布がよく把 

握されているものから，いまだ調査が不十分なため，県 

内での分布がよくわからない種まである.

•東和科学株式会社生物研究室； 広島大学理学部
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表 1 広島県に生育する「我が国における保護上重要な植物種の現状」• にあげられた水生•湿生植物

評価 種名

絶滅寸前 ヒメコヌカダサ，オグラセンノウ，ヤチシャジン

危険 ミズニラ， シナミ ズニラ，デンジソウ， ミクリ，ヤマトミクリ，ナガエミクリ， ヒメミクリ，

カワツルモ，イトクズモ，シバナ，マルバオモダカ，スブタ，ヤマトホシクサ，サギソウ，

サクラバハンノキ， ヒロハマツナ，オニバス，オグラコウホネ， ヒメコウホネ，イシモチソウ， 

タコノアシ，アゼオトギリ，オグラノフサモ，サクラソウ，イヌセンプリ，ガガブタ，

チョウジソウ， ミゾコウジュ，ゴマクサ， ミコシギク

•我が国における保護上重要な植物種及び群落に関する研究委員会種分科会 （ 1989)

表 2 「広島県野生生物の種の保護に関する条例」に基づき保護対象にする指定野生生物種

指定野生生物種

。動 物 ：ツキノワグマ，アビ類，ダルマガエル，スイゲンゼニタナゴ，カワシンジュガイ， ヒメシロチョウ 

® 植 物 ：ミズニラ•（シナミズニラ•を含む），オグラセンノウ••，ツルマンリョウ，ヤチシャジン・・

特定野生生物種

e ミヤジマトンボ

’水生植物，**湿生植物

サギソウとオグラセンノウ（図 1 ) は，美しい花を咲 

かせてよく目だっため，分布に関する報告が多い.この 

2 種は，県内での分布がよくわかっている種といえるが， 

分布パターンは互いに大変異なっている.

サギソウは，県内に広く分布する種の代表である.各 

地で多数の生育地が確認されているが，湿地が少ない県 

北東部と西部には空白がある.著者らは，文献により46 

地点，著者らの現地調査資料により30地点，計76地点で 

生育を確認している.

一方，オグラセンノウ（図 1 ) は，生育が稀な種の代 

表である.オグラセンノウは，県東部と北西部で，これ 

までに合計7 ヶ所の生育地が報告されている.この中に 

は，1933年の報告だけの地点もあれば（高木， 1933)， 
複数の文献に繰り返し報告されている地点もある.

また， ミクリ類のように，少数の生育地が確認されて 

はいるものの，広島県全体での分布は，まだよくわから 

ない種もある.水生•湿生植物に関する調査報告が少な 

い理由の一っに，湿地の詳しい調査が行われている地域 

が非常に限られていることがある.また，目だたない種 

が多いため，興味を持つ人が少なかったとも考えられる.

2 . 広島県の絶滅のおそれのある種

広島県では，「広島県版レッドデータブック（仮称)」

の刊行が，平成 7 年度内に予定されている.平成3 年か 

ら 「緊急に保護を要する野生生物の種の選定調査事業」 

が実施され（関，1995)， 平成 6 年に第一次選定種が発 

表された.植物では56種 が 選 ば れ （広島県， 1995a)， 

この中の水生• 湿生の種は16種であった.

また，第一次選定種の中から，「広島県野生生物の種 

の保護に関する条例」に基づき保護対象にする指定野生 

生物種として11種が選ばれた（表 2 ) . 特定野生生物種 

は，学術，繁殖目的以外は原則的に捕獲禁止となり，そ 

の他の種は，県に届け出後，県が認めた場合だけ捕獲， 

採取できる.植物の指定種は， ミズニラ（シナミズニラ 

を含む），オグラセンノウ（図 1 )，ツルマンリョウ，ヤ 

チシャジン（図 2 ) で，ツルマンリョウ以外は，水生と 

湿生の植物である.

上記の一次選定種に二次選定種を加えて， 「広島県版 

レッドデータブック（仮称)」に掲載する動植物の最終 

的なリストが，平成 7 年に公表された（広島県，1995b). 

植物は178種が選ばれ， このうちの水生• 湿生植物は， 

表 3 に不した39種である.
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図 1 オグラセンノウ.赤い花は，湿原でよく目だつ.

図 2 ヤチシャジン.県東部の湿原に生育し，薄紫色の 

花を咲かせる.

表 3 広島県に生育する貴重な水生•湿生植物の評価

種名 広島県の評価• 環境厅 の評価**

ミズニラ 絶滅危惧種 危急種

シナミズニラ 絶滅危惧種 危急種

デンジソウ 絶滅危惧種 危急種

カワツルモ 絶滅危惧種 危急種

イトクズモ 絶滅危惧種 危急種

ヒロハマツナ 絶滅危惧種 危急種

オグラセンノウ 絶滅危惧種 絶滅危惧種

オニバス 絶滅危惧種 危急種

タコノアシ 絶滅危惧種 危急種

ミツガシワ 絶滅危惧種

ガガブタ 絶滅危惧種 危急種

チョウジソウ 絶滅危惧種 危急種

コタヌキモ 絶滅危惧種

ヤチシャジン 絶滅危惧種 絶滅危惧種

ミコシギク 絶滅危惧種 危急種

ミズワラビ 危急種

サンショウモ 危急種

シバナ 危急種 危急種

ヤマトホシクサ 危急種 危急種

イワショウブ 危急種

サギソウ 危急種 危急種

オグラコウホネ 危急種 危急種

ヒナノカンザシ 危急種

クリンソウ 危急種

サクラソウ 危急種 危急種

ゴマクサ 危急種 危急種

ミカワシオガマ 危急種

ヤマトミクリ 希少種 危急種

リュウノヒゲモ 希少種

スブタ 希少種 危急種

ヒメザゼンソウ 希少種

カキツノマタ 希少種

サクラバハンノキ 希少種 危急種

サイジョウコウホネ 希少種

ヒメコウホネ 希少種 危急種

バイカモ 希少種

イシモチソウ 希少種 危急種

ァゼオトギリ 希少種 危急種

ミゾコウジュ 希少種. 危急種

•広島県(1995b)
••我が国における保護上重要な植物種及び群落に関す 

る研究委員会種分科会 （ 1989)
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おわりに

広島県では，県版のレッドデータブックがまもなくで 

きあがる予定であるが，県内の水生•湿生植物について 

の調査•研究はいまだに十分とは言い難い.水生•湿生 

植物の保護•保全対策のためにも，各種の分布，生態， 

生育環境についての，さらに詳しい調査が必要である.

また，植物標本を収蔵する公的な施設がないことは， 

水生•湿生植物に限らず，広島県の植物相全般の研究に 

おける深刻な問題である.貴重な標本の散逸を防ぐため 

にも，標本庫を完備した研究施設が早急に必要である.
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山口県平生町で

葉状体の裏面緑色のウキクサ群落 

南 敦

1995年 8 月23日，山口県平生町平生村，平生町立平生 

図書館の西となりの小川〔5 万分の 1 地形図：柳井一左 

上〕で葉状体の裏が緑色のウキクサ群落が見つかった. 

この小川の幅は約10m， 川底の両側にはァシやガマが多 

く繁り， コウキクサが多数浮いていたので，ついでにウ 

キクサをとってみると葉状体の裏は緑色であった.陽の 

強く当たる所，少し日陰の所などから約200個体以上採 

集したがほとんど緑色で， ごくわずか，数個，根のつけ 

根当たりがうす紫のものがあった.季節の影響のことも 

考えて勤務校の柳井市古開作，柳井高校側の水路や学校 

や自宅の水槽のウキクサを見たが，いずれのウキクサの 

葉状体の裏も紅紫色であった.ところで角野康郎『日本 

水草図鑑』 （ 1 9 9 4 )で は 「葉状体の裏面は多かれ少なか 

れ赤紫色であるのがふつうだが，場所や時期によっては 

緑色の場合もある」と記してある.

平生町で採集した葉状体の裏緑色のウキクサは自宅で 

栽培している.また，証拠標本は山口県立山口博物館に 

納入の予定である.

山口県瀬戸内海の屋代島に

ミジンコウキクサ他

南 敦

ミジンコウキクサは山口県では周南部の岩国から防府 

まで採集されている.特に東部の岩国から柳井の間では 

非常に多産している.ハス田が多いことも一因のようで 

ある.今回見つかったのは屋代島で，橘町油田から東和 

町船越に通じる道路端の束側，約80m x 約80mの池.ヒ 

シが8 害I J ,水中にマツモ，イトモ，エビモ，ホザキノフ 

サモが多かった.水面にミジンコウキクサ，アカウキク 

サ，コウキクサ，アオウキクサなどが混じっていたが，

ミジンコウキクサが一番多い.大きな草ではフトイ，ハ 

ンゲショウ， ショウブ，ガマなどがあった.

東和町内入の天然記念物バクチノキ近くの約80m x 約 

80mの池ではコウキクサが特に多く， ヒメウキクサ，ア 

オウキクサ， ウキクサなどが混じっていたが， ミジンコ 

ウキクサは見られなかった.東和町森の池，約8 0 m x約 

80mではヒシが3 割，水中ではオオトリゲモが多く，ホ 

ザキノフサモ，エビモ，イトモ，センニンモ，ホッスモ， 

マツモ，ウキクサ類（ミジンコウキクサはなかった）な 

どであった.シャジクモ類も採集されたが未同定で栽培 

している.大形水草はカンガレイ，ナギ，ガマ， コガマ 

などであった.
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